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十
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月
二
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北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
整
備
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

田

島

一

成
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北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
整
備
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

与
党
に
お
い
て
、
昨
年
八
月
よ
り
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
、
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十

五
日
に
開
催
さ
れ
た
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
が
了
承
さ
れ
、
国

土
交
通
省
に
対
し
、
①
小
浜
舞
鶴
京
都
ル
ー
ト
（
敦
賀
駅－

小
浜
市
附
近－

京
都
駅－

新
大
阪
駅
）
、
②
小
浜
京
都
ル
ー
ト

（
敦
賀
駅－

小
浜
市
附
近－
京
都
駅－

新
大
阪
駅
）
、
③
米
原
ル
ー
ト
（
敦
賀
駅－

米
原
駅
）
の
三
ル
ー
ト
案
に
つ
い
て
、
所

要
時
分
、
路
線
延
長
、
概
算
事
業
費
、
需
要
見
込
み
等
の
将
来
の
着
工
の
判
断
に
資
す
る
項
目
の
調
査
を
半
年
間
程
度
の
期
間

で
行
う
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
た
。

今
秋
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
調
査
結
果
が
出
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
「
米
原
ル
ー
ト
」
は
北
陸
・
関
西
の
流
動
に
加

え
、
中
京
・
首
都
圏
と
の
流
動
も
カ
バ
ー
で
き
る
唯
一
の
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
幹
線
整
備
に
伴
う
移
動
時
間
の
短
縮

と
い
う
恩
恵
を
享
受
で
き
る
利
用
者
数
が
最
も
多
い
ル
ー
ト
で
あ
り
、
建
設
距
離
が
最
短
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
建

設
コ
ス
ト
や
整
備
期
間
の
点
等
か
ら
も
最
も
優
れ
る
ル
ー
ト
で
あ
る
と
考
え
る
。

整
備
新
幹
線
は
、
我
が
国
の
交
通
体
系
に
あ
っ
て
、
基
幹
的
な
高
速
輸
送
体
系
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
振

興
や
経
済
活
性
化
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
一
方
、
地
域
活
性
化
、
少
子
高
齢
化
、
地
球
温
暖
化
等
諸
問
題
へ

一



の
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
お
い
て
、
厳
し
い
財
政
の
制
約
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
国
民
全
体
の
効
用
最
大
化
と

経
済
合
理
性
が
ル
ー
ト
選
定
に
あ
た
っ
て
の
最
優
先
事
項
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

整
備
計
画
決
定
の
経
緯
に
つ
い
て

全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
。
以
下
、
「
全
幹
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
に
基

づ
き
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
十
三
日
付
け
で
新
幹
線
鉄
道
建
設
に
関
す
る
整
備
計
画
に
よ
り
北
陸
新
幹
線
の
主
要
な
経
過

地
と
し
て
小
浜
市
附
近
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
決
定
に
際
し
て
、
対
案
と
し
て
当
時
の
滋
賀
県
米
原
町
附
近
を
経
由
し
大
阪

市
に
至
る
ル
ー
ト
と
の
比
較
に
よ
り
、
小
浜
市
附
近
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
に
決
定
し
た
と
仄
聞
す
る
が
、
そ
の
際
に
比
較
考

量
し
た
各
項
目
並
び
に
両
ル
ー
ト
の
項
目
ご
と
の
調
査
結
果
及
び
小
浜
市
附
近
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
を
選
定
し
た
理
由
を
示

さ
れ
た
い
。

二

北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
に
係
る
国
土
交
通
省
調
査
に
つ
い
て

全
幹
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
る
基
本
計
画
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
政
令
に
お
い
て
、

一

新
幹
線
鉄
道
の
輸
送
需
要
量
の
見
通
し
。

二



二

新
幹
線
鉄
道
の
整
備
に
よ
る
所
要
輸
送
時
間
の
短
縮
及
び
輸
送
力
の
増
加
が
も
た
ら
す
経
済
的
効
果
。

三

新
幹
線
鉄
道
の
収
支
の
見
通
し
及
び
新
幹
線
鉄
道
の
整
備
が
他
の
鉄
道
の
収
支
に
及
ぼ
す
影
響
。

の
三
つ
の
事
項
に
関
す
る
調
査
の
結
果
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
国
土
交
通
省
に
求
め
る
調
査
項
目
に
お
い
て
も
、
需
要
見

通
し
や
所
要
時
分
等
の
基
本
計
画
の
決
定
に
お
い
て
調
査
す
べ
き
項
目
を
再
び
調
査
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
国
土
交
通

省
が
改
め
て
調
査
す
る
目
的
を
示
さ
れ
た
い
。

三

整
備
新
幹
線
の
ル
ー
ト
決
定
を
行
う
際
の
決
定
基
準
に
つ
い
て

中
央
新
幹
線
に
係
る
全
幹
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
交
通
政
策
審
議
会
陸
上
交
通
分
科
会

鉄
道
部
会
中
央
新
幹
線
小
委
員
会
の
答
申
（
平
成
二
十
三
年
五
月
十
二
日
付
け
）
を
受
け
、
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日

に
国
土
交
通
大
臣
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
答
申
に
お
い
て
、
中
央
新
幹
線
の
ル
ー
ト
選
定
に
関
し
て
、
伊
那
谷
ル
ー
ト
及
び
南
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ト
の
比
較
考
量

が
行
わ
れ
、
「
仮
に
中
央
新
幹
線
の
建
設
主
体
及
び
営
業
主
体
と
し
て
の
指
名
を
受
け
る
意
思
を
表
明
し
て
い
る
東
海
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
が
両
主
体
と
な
っ
た
場
合
、
財
務
的
な
事
業
遂
行
能
力
の
観
点
か
ら
、
建
設
費
用
が
低
く
、
な
お
か
つ
輸
送

三



需
要
量
が
大
き
い
南
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ト
の
方
が
事
業
リ
ス
ク
が
低
く
、
さ
ら
に
は
大
阪
開
業
を
よ
り
早
期
に
実
現
す
る
観
点

か
ら
も
優
位
と
な
る
。
」
と
さ
れ
、
赤
石
山
脈
（
南
ア
ル
プ
ス
）
中
南
部
を
主
要
な
経
過
地
（
南
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ト
）
と
し

た
整
備
計
画
と
し
て
い
る
。

こ
の
答
申
に
お
い
て
は
、
建
設
主
体
及
び
営
業
主
体
が
民
間
企
業
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
、
建
設
費
が
低
廉
で
輸
送
需

要
量
が
大
き
い
南
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ト
が
優
位
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
建
設
主
体
及
び
営
業
主
体
が
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建

設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
で
あ
る
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
整
備
に
つ
い
て
も
、
公
共
事
業
と
し
て
国
費
や
地
方

負
担
が
投
入
さ
れ
る
以
上
、
中
央
新
幹
線
の
ル
ー
ト
決
定
と
同
様
に
、
よ
り
効
果
的
で
、
効
率
的
な
ル
ー
ト
が
優
先
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
が
実
施
す
る
新
規
の
新
幹
線
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
評
価
す
る
際
の
基
準
を
示
さ
れ
た

い
。

四

乗
換
え
に
よ
る
旅
客
利
便
性
の
低
下
の
回
避
に
つ
い
て

「
整
備
新
幹
線
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
付
け
政
府
・
与
党
確
認
事
項
）
に
お
い
て
、

北
陸
新
幹
線
白
山
総
合
車
両
基
地
・
敦
賀
間
の
取
扱
に
つ
い
て
「
敦
賀
で
の
乗
換
に
よ
る
旅
客
利
便
性
の
低
下
を
回
避
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
関
係
地
方
自
治
体
の
意
向
を
確
認
す
る
。
」
と
あ
り
、
平
成

四



二
十
四
年
一
月
二
十
五
日
に
整
備
新
幹
線
の
収
支
採
算
性
や
投
資
効
果
の
確
認
等
に
関
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
よ
り
交
通
政

策
審
議
会
へ
付
議
さ
れ
、
同
年
四
月
三
日
付
け
で
「
整
備
新
幹
線
未
着
工
区
間
の
『
収
支
採
算
性
及
び
投
資
効
果
の
確
認
』

に
関
す
る
取
り
ま
と
め
」
と
し
て
、
「
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
北
陸
と
関
西
・
中
京
と
の
間
で
一
日
当
た
り
約
一
万
九

千
人
の
流
動
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
敦
賀
以
西
の
整
備
ま
で
は
敦
賀
駅
で
の
乗
り
換
え
利
便
性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
流
動
に
対
応
す
る
に
は
、
車
両
編
成
の
長
い
列
車
が
多
数
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
敦
賀
駅
で
同
一
ホ
ー
ム
乗

り
換
え
を
行
う
場
合
に
は
相
当
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
直
通
運
行
で
き
る
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
は
車
両

費
等
が
割
高
な
面
は
あ
る
も
の
の
乗
り
換
え
利
便
性
の
面
で
優
れ
て
お
り
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
敦
賀
駅
で
は
新
快
速
等
の
在
来
列
車
や
一
部
の
特
急
列
車
と

の
乗
り
換
え
も
想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
と
の
乗
り
換
え
利
便
性
の
確
保
に
も
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
同
日
付
で
国
土
交
通
省
鉄
道
局
が
提
出
し
た
「
収
支
採
算
性
及
び
投
資
効
果
に
関
す
る
詳
細
資
料
」
に

お
い
て
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
の
需
要
推
計
、
投
資
効
果
（
費
用
便
益
分
析
）
お
よ
び
収
支
採
算
性
に
つ
い
て
は
、

敦
賀
駅
で
は
新
幹
線
と
在
来
優
等
が
対
面
乗
換
（
ホ
ー
ムto

ホ
ー
ム
乗
換
）
の
ケ
ー
ス
と
、
現
行
の
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
等

在
来
優
等
が
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
に
置
き
換
わ
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
試
算
が
行
わ
れ
て
い
る
。

五



今
般
、
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
受
け
、
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
・

大
阪
間
に
つ
い
て
三
ル
ー
ト
を
候
補
と
し
て
、
国
土
交
通
省
が
需
要
見
込
み
等
の
将
来
の
着
工
に
資
す
る
項
目
の
調
査
を
実

施
す
る
が
、
米
原
ル
ー
ト
に
お
け
る
米
原
駅
に
つ
い
て
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
の
収
支
採
算
性
及
び
投
資
効
果
の
確

認
の
際
と
同
様
に
、
先
ず
、
乗
換
え
抵
抗
を
最
小
限
に
抑
え
る
努
力
を
前
提
と
し
た
検
討
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府

の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
整
備
に
関
す
る
財
源
の
考
え
方
に
つ
い
て

北
陸
新
幹
線
白
山
総
合
車
両
基
地
・
敦
賀
間
等
整
備
に
向
け
収
支
採
算
性
や
投
資
効
果
の
確
認
等
の
議
論
を
行
っ
た
第
一

回
交
通
政
策
審
議
会
陸
上
交
通
分
科
会
鉄
道
部
会
整
備
新
幹
線
小
委
員
会
（
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日
開
催
）
に
お
い

て
国
土
交
通
省
鉄
道
局
幹
線
鉄
道
課
長
が
「
白
山
総
合
車
両
基
地
か
ら
先
か
ら
敦
賀
の
間
の
、
さ
ら
に
先
、
敦
賀
以
西
の
整

備
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
（
略
）
い
わ
ゆ
る
小
浜
・
湖
西
・
米
原
の
三
ル
ー
ト
と
い
う
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
も
検
討
は
い
た
し
ま
し
た
。
検
討
は
し
た
の
で
す
が
、
や
は
り
財
源
の
限
界
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
課
題
が
多
い
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
確
認
し
た
「
財
源
の
限
界
な
ど
の
課
題
」
と
は
具
体

的
に
は
何
か
、
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
小
浜
・
湖
西
・
米
原
の
三
ル
ー
ト
の
検
討
結
果
と
の
因
果
関
係
と
併
せ
て
示
さ
れ

六



た
い
。

六

北
陸
新
幹
線
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
機
能
に
つ
い
て

ま
た
、
同
小
委
員
会
に
お
い
て
国
土
交
通
省
鉄
道
局
幹
線
鉄
道
課
長
が
「
敦
賀
延
伸
で
京
阪
神
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

接
続
で
き
ま
す
の
で
、
幹
線
交
通
の
多
重
化
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
と
い
う
よ
う
な
議
論
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た

機
能
も
十
分
果
た
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
敦
賀
延
伸
を
実
現
す
る
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
」
と
発
言
し
て
い
る
。
北
陸
圏
と
関
西
圏
、
中
京
圏
の
旅
客
流
動
を
鑑
み
る
と
幹
線
鉄
道
課
長
の
発
言
通
り
、
北

陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
時
点
で
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
機
能
が
十
分
果
た
し
得
る
も
の
と
考
え
る
が
、
敦
賀
開
業
時
点
で
の
北
陸

新
幹
線
が
有
す
る
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
機
能
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


